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(3) 試 験 -)J'tu';
(a) 実験兆1,Il:べ トリノY-レ･C･l.卜にJu'iをした



























































(1) ･抽此 分撤 :新鮮駄3.Kgをユニテルに
てもはや若色しなくなるまで綻返し拙 hして級褐
色の州Ltl液を得た｡こ にゝ柑たエーテル抽出液を
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樹 ヒ物を柑る｡之を Fraet.ionIIa ､とす.る｡収Liは.一












せ･削 馳 合㌧･新緑を轡 するとノ舶 甲 榔 物
I'L-伽判 られる｡之を FractionI_lh.とするo'之を怖
















_C% H% Ar _
Found 83.20 12.95 365


























































































































E殺虫剤の生物試放吟か-んする研究O第19報O 長沢純夫 ･荒川正文 (京都不 学咋学研究肝
･武居Iiよび水渡研究室).27.2.lo受埋
Ⅰ.緒 言 → } 粉体の有効度が,紋粉粒f･の形状によって相違するこ
いわOIるN不活性′物質微粉それ自体の昆虫にたい とははやくから指摘せられているところであるが･誰
する画 作肌 TJ至は.これを担体とする諸種殺虫剤 済らもまた神 変カルS'ウムの鉄粉粒子について弼紬
14 ( :
､･ ･′
